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k
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o
　
障
害
児
の
後
期
中
等
教
育
段
階
へ
の
進
学
率
は
こ
の
1
0
余
年
で
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
。
1
9
9
7
年
度
か
ら
は
高
等
部
に
お
け
る
教
員
派
遣
に
よ
る
教
育
（
い
わ
ゆ
る
訪
問
教
育
）
の
試
行
的
実
施
も
開
始
さ
れ
、
1
9
9
7
年
3
月
卒
業
者
の
進
学
率
1
）
は
盲
学
校
中
学
部
卒
が
9
6
．
7
％
、
聾
学
校
中
学
部
卒
が
9
9
．
8
％
、
養
護
学
校
中
学
部
卒
が
8
9
．
0
％
、
中
学
校
7
5
条
学
級
卒
が
7
7
．
1
％
と
な
っ
て
い
る
。
養
護
学
校
中
学
部
卒
が
9
0
％
台
に
、
中
学
校
7
5
条
学
級
卒
が
8
0
％
台
に
乗
る
の
は
日
寺
間
の
問
題
と
推
定
さ
れ
、
希
望
す
る
全
て
の
障
害
児
が
進
学
し
、
6
～
1
8
歳
に
お
よ
ぶ
1
2
年
間
の
学
校
教
育
を
受
け
得
る
時
代
に
ほ
ぼ
達
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
障
害
児
を
含
め
て
、
義
務
教
育
（
な
い
し
前
期
中
等
教
育
）
段
階
か
ら
後
期
中
等
教
育
段
階
へ
の
接
続
（
a
r
t
i
c
u
l
a
t
i
o
n
）
問
題
は
、
後
期
中
等
教
育
の
義
務
化
（
義
務
教
育
年
限
の
延
長
）
で
は
な
く
、
1
5
歳
時
点
で
離
学
す
る
自
由
を
認
め
た
上
で
の
希
望
者
全
員
進
学
制
の
方
向
に
収
敷
し
つ
つ
あ
る
2
）
。
　
し
か
し
、
後
期
中
等
教
育
の
あ
り
方
は
接
続
保
障
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
か
ら
社
会
な
い
し
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行
（
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n
）
保
障
の
視
点
か
ら
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
O
E
C
D
／
C
E
R
I
（
経
済
協
力
開
発
機
構
／
教
育
研
究
革
新
セ
ン
タ
ー
）
3
）
は
、
障
害
を
有
す
る
青
年
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
①
自
律
と
自
立
、
②
生
産
的
活
動
、
③
社
交
関
係
・
地
域
参
加
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
余
暇
活
動
、
④
家
庭
で
の
役
割
履
行
と
い
う
4
領
域
に
お
い
て
「
成
人
と
な
る
こ
と
」
と
幅
広
く
ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
、
「
青
年
期
か
ら
成
人
期
へ
の
移
行
の
全
局
面
を
包
含
し
た
概
念
枠
組
み
」
の
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
保
障
は
、
お
よ
そ
1
4
・
1
5
歳
か
ら
2
G
歳
台
半
ぼ
頃
ま
で
に
及
ぶ
継
続
的
で
持
続
的
な
営
み
と
さ
れ
、
相
互
に
連
関
し
っ
っ
も
相
対
的
に
異
な
る
3
つ
の
段
階
、
す
な
わ
ち
①
義
務
教
育
の
最
終
数
学
年
、
②
継
続
教
育
と
職
業
準
備
、
③
労
働
及
び
成
人
生
活
の
始
期
に
時
期
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
専
攻
科
を
含
む
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
高
等
部
は
、
②
の
段
階
に
相
当
す
る
。
　
本
稿
で
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
保
障
の
視
点
か
ら
、
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
る
。
1
，
専
攻
科
の
法
的
位
置
づ
け
と
養
護
学
校
へ
の
設
置
状
況
切
　
専
攻
科
の
法
的
位
置
づ
け
　
学
校
教
育
法
第
4
8
条
は
、
高
等
学
校
に
専
攻
科
及
び
別
科
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
第
7
6
条
に
よ
っ
て
盲
・
聾
・
養
護
学
校
に
準
用
さ
れ
て
い
る
。
専
攻
科
及
び
別
科
の
修
業
年
限
は
と
も
に
1
年
以
上
で
あ
る
が
、
別
科
が
高
等
学
校
（
高
等
部
）
の
入
学
資
格
者
を
対
象
に
「
簡
易
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
技
能
教
育
を
施
す
こ
と
」
（
第
4
8
条
第
3
項
）
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
専
攻
科
は
高
等
学
校
（
高
等
部
）
卒
業
者
を
対
象
に
「
精
深
な
程
度
に
お
い
て
、
特
別
の
事
項
を
教
授
し
、
そ
の
研
究
を
指
導
す
る
こ
と
」
（
第
4
8
条
第
2
項
）
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
お
、
専
攻
科
は
高
等
専
門
学
校
（
第
7
0
条
の
6
）
、
大
学
（
第
5
7
条
）
及
び
短
期
大
学
（
第
5
7
条
、
第
6
9
条
の
2
）
に
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
大
学
の
場
合
に
は
大
学
院
（
第
6
2
条
）
、
他
の
場
合
に
も
各
々
更
な
る
上
級
進
学
機
関
が
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
い
ず
れ
の
教
育
機
関
に
併
設
さ
れ
た
場
合
で
も
専
攻
科
は
、
法
的
に
は
上
級
教
育
階
梯
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
同
じ
教
育
階
梯
内
に
お
け
る
継
続
（
延
長
）
教
育
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
な
る
。
と
は
い
え
、
文
部
省
の
行
う
「
学
校
基
本
調
査
2
に
お
い
て
専
攻
科
に
進
む
こ
と
は
「
進
学
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
例
え
ば
教
育
職
員
免
許
法
に
お
い
て
専
修
免
許
状
の
基
礎
資
格
で
あ
る
「
修
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と
」
に
大
学
の
専
攻
科
に
1
年
以
上
在
学
す
る
こ
と
を
含
ん
で
認
可
し
て
い
る
（
教
育
職
員
免
許
法
第
5
条
・
別
表
第
一
・
備
考
第
2
号
、
同
別
表
第
二
・
備
考
第
2
号
）
な
ど
、
実
態
と
し
て
専
攻
科
は
学
歴
ア
ッ
プ
機
関
と
し
て
の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
機
能
し
て
い
る
。
・
鳥
取
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
講
座
（
障
害
児
教
育
）
キ
ー
ワ
ー
ド
：
養
護
学
校
，
高
等
部
専
攻
科
，
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
，
　
　
　
　
　
青
年
期
教
育
（
2
）
養
護
学
校
へ
の
設
置
状
況
　
専
攻
科
の
設
置
状
況
4
）
に
つ
い
て
、
専
攻
科
設
置
学
校
数
の
統
計
が
な
い
た
め
に
、
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
学
校
数
・
高
等
部
設
置
校
数
及
び
専
攻
科
学
科
数
・
学
級
数
・
生
徒
数
を
示
し
た
（
表
1
）
。
盲
・
聾
学
校
に
お
い
て
は
戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
専
攻
科
教
育
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
養
護
学
校
に
関
し
て
は
公
立
校
に
は
未
だ
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
立
校
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
統
計
的
に
学
科
数
の
判
明
す
る
最
新
の
1
9
9
6
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
盲
学
校
9
6
学
科
（
同
隼
度
で
国
公
私
立
計
7
1
校
・
高
等
部
設
置
校
6
1
校
中
）
、
聾
学
校
7
9
学
科
（
同
じ
く
1
0
7
校
・
7
0
校
中
）
に
対
し
て
、
養
護
学
校
は
わ
ず
か
に
7
学
科
．
（
同
じ
く
7
9
7
校
・
5
7
0
校
中
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。
　
1
9
9
7
年
度
現
在
に
お
い
て
は
、
私
立
養
護
学
校
1
6
校
の
内
の
7
校
に
専
攻
科
（
普
通
科
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
々
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
1
9
6
9
年
度
に
い
ず
み
養
護
学
校
、
7
5
年
度
に
光
の
村
養
護
学
校
、
8
1
年
度
に
旭
出
養
護
学
校
、
8
5
隼
度
に
聖
坂
養
護
学
校
に
開
設
さ
れ
た
後
、
近
年
た
て
続
け
に
9
4
年
度
に
若
葉
養
護
学
校
、
9
5
年
度
に
聖
母
の
家
学
園
、
9
6
年
度
に
三
愛
学
舎
養
護
学
校
が
専
攻
科
を
設
け
て
い
る
。
7
校
全
て
が
「
精
神
薄
弱
」
養
護
学
校
で
あ
り
、
3
年
制
を
唯
一
採
る
旭
出
養
護
学
校
を
除
い
て
、
他
の
6
校
は
2
年
制
で
あ
る
。
2
0
渡
部
昭
男
　
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み
2
，
私
立
養
護
学
校
7
校
の
試
み
5
）
（
1
）
学
校
法
人
明
和
学
園
　
い
ず
み
養
護
学
校
6
）
　
1
9
5
8
年
に
服
飾
専
門
学
校
を
開
設
し
て
い
た
学
校
法
入
明
和
学
園
内
に
障
害
女
児
の
職
業
補
導
場
「
い
つ
み
学
園
」
が
併
置
さ
れ
、
6
2
年
に
は
い
ず
み
養
護
学
校
（
女
子
高
等
部
）
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
卒
業
生
の
進
路
保
障
の
一
環
と
し
て
、
6
5
年
に
養
護
学
校
附
属
授
産
所
が
誕
生
し
（
符
年
か
ら
社
会
福
祉
法
入
・
愛
子
福
祉
会
い
ず
み
授
産
所
）
、
6
9
年
に
は
全
国
で
初
め
て
養
護
学
校
に
専
攻
科
を
聞
設
し
た
。
専
攻
科
は
高
等
部
本
科
3
年
の
課
程
を
基
盤
と
し
て
、
コ
ー
ス
制
を
導
入
し
て
専
攻
科
修
了
後
の
自
立
を
目
ま
旨
し
て
い
る
。
家
庭
科
を
中
心
と
し
た
教
育
課
程
に
特
色
が
あ
り
、
ま
た
寄
宿
舎
（
明
和
寮
）
と
密
接
な
連
絡
を
と
っ
た
自
立
へ
の
生
活
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
1
学
年
定
員
は
本
科
2
4
名
、
専
攻
科
1
2
名
で
あ
り
、
専
攻
科
に
進
む
の
は
本
科
生
の
約
半
数
及
び
他
校
か
ら
の
数
名
で
あ
る
。
（
2
）
学
校
法
人
光
の
村
養
護
学
校
　
土
佐
自
然
学
園
η
　
1
9
5
9
年
に
高
知
市
立
小
・
中
学
校
養
護
学
級
分
室
の
中
に
光
の
村
職
業
補
導
所
が
併
設
さ
れ
、
私
立
学
校
設
立
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、
6
6
年
に
精
神
薄
弱
児
施
設
光
の
村
学
國
（
7
1
年
に
光
の
村
わ
か
ぎ
寮
に
改
称
）
が
開
設
さ
れ
、
6
9
年
に
光
の
村
養
護
学
校
（
本
科
3
年
・
別
科
2
年
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た
阜
当
初
は
高
等
部
養
護
学
校
か
ら
実
業
高
校
を
目
指
し
た
が
、
7
5
年
に
別
科
を
廃
し
て
専
攻
科
を
設
け
、
「
技
術
教
育
を
柱
と
す
る
5
年
制
の
青
年
期
学
校
」
（
注
7
－
a
）
と
な
っ
た
。
8
3
年
に
は
中
学
部
を
開
設
し
て
「
全
青
年
期
に
対
応
す
る
教
育
体
制
」
（
同
a
）
を
整
え
、
8
6
年
に
秩
父
白
然
学
園
（
埼
玉
県
）
を
開
設
し
た
の
を
機
会
に
土
佐
窪
然
学
園
に
改
称
し
て
い
る
。
教
育
課
程
は
暮
ら
し
の
教
育
・
か
ら
だ
の
教
育
・
仕
事
の
教
育
で
編
成
さ
れ
、
高
等
部
本
科
卒
業
時
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
遠
泳
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
）
へ
の
挑
戦
が
行
わ
れ
る
。
専
攻
科
は
プ
ロ
を
目
指
し
た
技
能
訓
練
・
技
衛
教
育
が
中
心
で
あ
る
。
な
お
、
並
行
し
て
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
て
更
生
施
設
（
7
1
年
）
・
通
勤
寮
（
7
2
年
、
認
可
7
8
隼
）
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
9
2
年
）
な
ど
を
整
備
し
、
株
式
会
社
（
7
5
年
、
8
0
年
等
）
も
発
足
さ
せ
て
、
全
国
的
な
圏
域
で
の
「
生
涯
教
育
総
合
施
設
」
を
目
指
し
て
い
る
。
③
　
学
校
法
人
旭
出
学
園
　
旭
出
養
護
学
校
8
）
　
ユ
9
5
0
年
に
豊
島
区
目
白
町
徳
川
邸
内
に
開
園
さ
れ
、
5
8
年
の
各
種
学
校
「
練
馬
生
活
学
園
」
を
経
て
、
6
0
年
に
旭
出
学
園
教
育
研
究
所
を
開
設
、
養
護
学
校
（
小
中
高
併
設
）
も
開
校
さ
れ
た
。
6
2
年
か
ら
練
馬
区
東
大
泉
に
順
次
移
転
し
、
7
9
年
に
幼
稚
部
と
専
攻
科
が
認
可
さ
れ
た
。
専
攻
科
は
8
1
年
の
校
舎
落
成
を
待
っ
て
開
科
さ
れ
、
「
仕
事
の
社
会
的
意
義
を
わ
か
ら
せ
、
一
般
社
会
生
活
へ
の
参
加
を
め
ざ
す
」
（
注
8
～
b
）
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
養
護
学
校
専
攻
科
と
し
て
は
3
年
制
を
唯
一
採
っ
て
い
る
が
、
3
学
年
複
式
1
学
級
と
定
員
は
少
な
く
、
本
科
卒
業
生
の
数
名
が
進
学
す
る
状
況
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
福
祉
園
（
後
述
）
へ
の
入
所
待
ち
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
「
思
春
期
で
示
さ
れ
た
困
っ
た
行
動
が
長
引
く
こ
と
」
を
専
攻
科
を
含
め
た
継
続
的
な
指
導
・
援
助
に
よ
っ
て
克
服
し
て
よ
り
自
立
的
な
人
閲
に
近
づ
け
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
た
り
く
注
8
－
d
）
、
ま
た
卒
業
生
の
短
期
（
数
か
月
）
受
け
入
れ
に
よ
る
再
教
育
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
専
攻
科
よ
り
前
か
ら
、
7
2
年
度
に
は
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
て
授
産
施
設
・
旭
出
生
産
福
祉
園
を
隣
設
す
る
（
7
4
年
）
と
と
も
に
、
静
岡
県
口
2
年
）
や
千
葉
県
（
8
0
年
）
等
に
も
生
活
労
働
施
設
を
整
備
し
て
い
る
。
㈲
　
学
校
法
入
日
本
水
上
学
校
　
聖
坂
養
護
学
校
9
）
　
戦
前
の
1
9
4
2
年
に
始
め
た
水
上
学
校
が
戦
後
の
四
年
に
日
本
水
上
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
5
1
年
に
学
校
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
際
に
養
護
施
設
事
業
の
運
営
が
委
託
さ
れ
た
。
騒
年
の
財
団
法
人
・
6
1
年
の
社
会
福
祉
法
人
日
本
水
上
学
園
を
経
て
、
6
7
年
に
は
日
本
水
上
学
校
を
閉
校
し
、
代
わ
っ
て
聖
坂
養
護
学
校
（
小
学
部
）
を
開
設
し
た
。
？
9
年
に
中
学
部
、
8
2
年
に
高
等
部
を
開
設
し
、
8
5
年
に
専
攻
科
が
設
け
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
個
々
の
個
性
に
応
じ
た
指
導
が
追
求
さ
れ
て
お
り
、
高
等
部
も
本
科
と
専
攻
科
の
5
年
間
が
連
続
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
本
科
卒
業
時
点
で
離
学
す
る
者
は
若
干
名
で
あ
る
）
。
「
と
か
く
高
等
部
教
育
の
目
標
が
進
路
指
導
に
左
右
さ
れ
た
り
、
適
応
的
な
指
導
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
」
「
進
路
は
あ
く
ま
で
も
教
育
的
指
導
の
結
果
で
あ
り
、
進
路
自
体
が
教
育
の
目
標
で
は
な
い
」
（
注
9
－
f
）
と
い
う
進
路
指
導
方
針
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
専
攻
科
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
卒
後
保
障
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
（
8
8
年
）
し
て
通
所
更
生
施
設
（
8
9
年
）
を
開
き
、
ま
た
横
浜
市
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
（
9
2
年
）
に
も
着
手
し
て
、
生
涯
保
障
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。
⑤
　
学
校
法
人
大
出
学
園
　
若
葉
養
護
学
校
川
　
1
9
9
3
年
に
学
校
法
人
が
認
可
さ
れ
、
9
4
年
よ
り
若
葉
養
護
学
校
（
高
等
部
本
科
・
専
攻
科
）
が
開
設
さ
れ
た
。
学
校
自
体
が
設
立
さ
れ
て
間
が
な
く
、
家
政
・
農
園
芸
・
染
織
の
コ
ー
ス
選
択
制
を
試
行
し
な
が
ら
、
実
践
創
造
の
模
索
期
に
あ
る
。
寄
宿
舎
「
杜
の
子
フ
ァ
ー
ム
」
を
活
用
し
た
国
公
立
養
護
学
校
か
ら
の
宿
泊
訓
練
・
職
業
実
習
の
受
け
入
れ
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
学
校
設
立
以
前
か
ら
障
害
者
福
祉
事
業
に
も
着
手
し
て
お
り
、
卒
後
保
障
の
構
想
も
練
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
（
6
）
学
校
法
人
　
養
護
学
校
・
聖
母
の
家
学
圏
餌
　
社
会
福
祉
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
京
都
市
教
区
カ
リ
タ
ス
会
に
よ
り
1
9
6
6
年
に
精
神
薄
弱
児
施
設
「
聖
母
の
家
」
（
定
員
3
0
名
→
翌
年
1
5
◎
名
）
が
設
立
さ
れ
、
6
7
年
か
ら
市
立
内
部
小
学
校
へ
の
通
学
に
よ
る
学
校
教
育
保
障
が
開
始
さ
れ
た
。
6
9
年
度
か
ら
は
施
設
内
に
分
教
室
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
前
身
と
な
っ
て
、
7
1
年
1
こ
「
聖
母
の
家
」
内
に
養
護
学
校
聖
母
の
家
（
小
中
学
部
）
が
開
設
さ
れ
た
。
後
に
施
設
経
営
は
「
汚
れ
な
き
聖
母
の
騎
士
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
女
会
」
（
長
崎
県
）
に
委
ね
ら
れ
、
8
◎
年
に
は
社
会
福
祉
法
人
三
重
聖
母
の
騎
士
会
が
認
可
さ
れ
て
、
正
式
な
施
設
経
営
の
主
体
と
な
っ
た
。
養
護
学
校
は
8
7
年
よ
り
高
等
部
を
設
置
し
、
9
5
隼
に
は
専
攻
科
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
聖
坂
養
護
学
校
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
学
園
生
以
外
の
進
学
者
も
受
け
と
め
て
パ
年
閲
の
高
校
生
活
」
保
障
（
注
／
／
－
a
）
を
特
色
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
。
な
お
、
進
路
保
障
と
し
て
、
学
園
援
護
促
進
協
議
会
（
後
に
、
障
害
者
を
囲
む
マ
リ
ア
の
会
と
改
称
）
が
小
規
模
授
産
施
設
を
開
所
（
9
1
年
）
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
哩
母
の
家
」
に
お
い
て
も
、
児
童
施
設
部
門
に
加
え
て
、
更
生
施
設
の
開
設
（
8
3
年
）
、
同
重
度
棟
の
設
置
（
8
7
年
）
、
地
域
生
活
援
助
事
業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
の
発
足
（
9
2
年
）
な
ど
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
（
7
）
学
校
法
入
カ
ナ
ン
学
園
　
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
1
2
）
　
1
9
7
2
年
に
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
の
園
が
認
可
さ
れ
、
7
3
年
に
児
童
施
設
「
奥
中
山
学
園
づ
が
開
園
、
同
時
に
奥
中
山
小
学
校
及
び
中
学
校
内
に
特
別
学
級
が
設
置
さ
れ
た
。
卒
後
保
障
と
し
て
、
獲
年
に
は
学
園
内
に
私
設
高
等
部
が
設
け
ら
れ
、
数
年
の
設
立
準
備
を
経
て
7
8
年
に
三
愛
学
舎
養
護
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
義
務
教
育
段
階
は
地
域
校
く
8
ヱ
年
よ
り
小
学
校
に
位
置
的
統
合
し
た
み
た
け
養
護
学
校
奥
中
山
分
校
）
で
学
び
、
三
愛
学
舎
は
「
養
護
高
等
学
校
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
た
。
9
6
年
よ
り
専
攻
科
を
開
設
し
た
こ
と
で
、
本
科
の
教
育
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
基
礎
的
素
養
・
個
性
の
充
実
を
図
る
本
科
3
年
と
個
々
の
生
活
確
立
を
図
る
専
攻
科
2
年
の
表1　盲・墾・養護学校における高等部専攻科の設置状況（学校数・高等部設躍校数及び専攻科学科数・学級数・生徒数）
（1997隼　渡部作成）
年度（｝F準） 正955 60 65 68
・・i7G　　タ
～： 舷　　数（校〉 77 76 77 75 75i・・
打 高、」 部6茄校数（校） 65 63 63i63
馳．、．．．’．＾”，．コ＿Ψ：今．炉．亨．≠『
≠ぶ一， 、「‘、、ガw－．一一A－A’F，・一“Fヂ炉∪今プ，’ ㎡〆ウ’㎡㎡ず・一 w「．．’「ノ回w
〆
惇 学手』［数o杜）
校 攻 ζン：級数（≧級） 154 160 184 184：　188　　：
科 1二徒数（人） 99三 1，343 1，144 1，343L430　i　1，49］
（業 校　　数（校） 99 三G3 三〇7 〕07 lo7iIG8
聾 ih」部設纈交数く校） 8G 81 81i79
’“ラ’ ’vラ，，ラルw＞，渉ハ吟．・・－・－ 一’．．×’・” ’PF’・￥ラ今→ 今今祈”〆・㎡亨
9．回閲、．回ぶ『馳ぶ＿『國．＾；”，．炉’￥P
学
曝 子科数（マ董iう
板 攻 x級数（学級） 60 65 89 8gi　go
科 死徒数（入） 183 387 339 522 538i557　　c
T》 校　　数（校〉 5 46 151 206・・li…
熟 高句離二撤校数（校） 24 53 64i76
、；葵
今×ラ亨 プ，ル今ウ”㎡Awベポw吼．w’1’‘＞＞》”1・ 今→P今今今→，w r，≠’r’力閲ず 「「閲－－「×圃－
國，：．』．國國．．P
@：
学 1占〔 戸科数（学孝』ト） i
校 攻 艶級数G級） へ l　l　　l　．
杜 伎徒数（人） … 一 AT「 「w 9　：　　10　：
　　　　7i　　　72　　　73　　　74　　・　　　75
　　　　75　　　75　　　76　　　77　　・　　　77　　　　63636264i64
　　　　199　　　213　　　235　　　247　　：　　261
i　1，49］　1ヴ523　1，607　1，823　1，865　　iL937
　　　　1081081G81G7i夏G7
　　　　　79767375i　75
　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　，Ψづププヤ㎡≠≠一・，、も　r1．wr－．，〉．．＾，，，gw’“，w＾も吟」．
　　　　　95　　　97　　　97　　　97　　i　　lO8
　 　　552　　　553　　　609　　　623　　i　　684
び⊇搬
　　　　　2］＿i3
　　　　…　　3i・・
76　　　77　　　78　　　79
7 　　　76　　　73　　　73
　64　　　　62　　　　62　　　　62
　249　　　233　　　265　　　267
，985　1，989　2，278　2，］72
　107　　107　　110　　］10
　75　 　 5　　　75　　　75
”　　早　→　 ，　
正15　　113　　1戊王　　1G5　i　　ll茎　　124
　717　　663　　643　　638　i　　696　　679
㌧㍊Σ．．⊇
654，i　77
393・・… 堰E8・
乏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
：　　80　　　81　　　82　　　83　　　84　：　　　85　　　86　　　87　　　88　　　89　1　　　90　　　91　　　92　　　93　　　94　：　　95　　　96　　　97
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
i　　　73　　　　72　　　　72　　　　72　　　　72　　i　　　72　　　　70　　　　70　　　　70　　　　70　　i　　　70　　　　7G　　　　7G　　　　70　　　　7〔｝　i　　　70　　　　71　　　　71
i　　　62　　　61　　　6三　　　61　　　6ユ　i　　　6］　　　6G　　　60　　　60　　　60　i　　　60　　　60　　　60　　　60　　　6G　i　　　6G　　　61　　　61
吟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66　　：　　　78　　　　82　　　　84　　　　89　　　　92　　：　　　93　　　　96
：　　260　　　262　　　26］　　252　　　245　　1　　24三　　239　　　242　　　246　　　243　　1　　25（｝　　253　　　266　　　273　　　290　　：　　294　　　294　　294
i2，115　2，096　2、008　i，918　1，835　iL？28　1．728　1，8正］　L854　L812　i更．737　L667　1，583　≧，581　1，630　iL684　ユ，638　1，604
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
：　　110　　　110　　　三10　　　110　　　｝10　　：　　麦G7　　　107　　　］G7　　　107　　　108　　：　　108　　　三〇7　　　107　　　107　　　］07　　：　　1⑪？　　　107　　　107
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
：　　　75　　　78　　　78　　　78　　　？5　　：　　　75　　　75　　　75　　　75　　　75　　：　　　75　　　72　　　72　　　71　　　70　　：　　　？0　　　7G　　　7G
之　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ぶノ．國＾＾，，＾＾女，一￥，づづ“1rTr閲rr．，、＾1．．，〉，一プ，今早∪＾C・“吟、W－．．＾P，，ララ×，“〆噺．エー，．．，＾“輌￥，“，，ウ渉＾寸＞Lエ・一＾已▼，‘＞＞，→プ，，＾ソ吟、＾、＾・》，コ，r→亨亨，づ一、W＾－一」＾．．，♪ラ今Ψ，∪≠■－－】，＾－．．＾．，“，
ll7］13124illg　l17
6226G2610i575589
70G　　713　　720　：　　733　　74］
359　　　37］　　385　　i　　401　　419
86，i　8，433940i5。59
正181M㍑i、C1；1
5905525ni498欄
747　　　754　　　ア60　　：　　769
43：3445462i478
98；ill717876i　7569
76　　7呂
103　三G7
456　43
83　　　786　　　787
禎98　　512　　524
4　　4
7　　7
72　　78
？6　，　76106iIO5
436i499
？911　7go
53g　　i　　549
　5　1　　6
　8　・　〕185ilo4
79
1〕1　】09
547　454
797　800
570　591
　7
13　　正3
玉10　126
阻好レ1：徒数（人）
@，’●，奔輌，’人，プラ疹，ww疹．w
　　㎜…w｝
H一一「．．’「’－．一一AA．・’A’”プFラチA”A
専攻科進デ：（人〉
月尞i》（入〉
A　　　職（人〉
{　　　、没（人）
Ci．　　玄（入）
k×．’“．’＞P￥ラ→￥ラ早’㎡→A
@　Ili』　（入）
　　さ「…「
@　1　　］　　2
@　2　　－　　　4
@（？3）　］　　　5
Pr’力閲「ム、「ぶL、．”〉＾’‘一＾”ヂ」巾
@　6　　2　　6
イll籍年良及び卒）c・ド 1964　　65　　66
一國一一
三
5＋（？3）
9
　1
　6
（？D
8
67　　68
　9　：　　　10　　　　8　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　18　　　1芸　　　］7　　　　　　　　　26　　　24　　　29　　　27　　　18　　　　　20　　　20　　　25r　　26　　　25　　　　　20　　　22　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28　　　31
【rrrlr泊’‘r・．r＞．’＞＞’今，￥亨F亨×〉●ル㎡カポ．、W●－」”．●’”－p’4”，WラW’PWWWWエ．W－－＾－．P”〆＾’テ’Ψ，’ラルル〆”，、、．r「馳、”．’”炉F亨今→’㎡ソ回■ガ．ボ、、W＾．一’．．’“，，’，Wハレ“’A■一‘、－一「“’今ラプWウW，サW－ーエエ’”一一＾＾，，、PWW婚A““エ．＾’一’＾＾テ努ラ，プΨ今丁ヤ、wrr〆・”＞FFづ炉Ψ’Wカエ吟’φ＾．＾’“∀ラみW，Wも舎工一＾－－一＾＾●●＾’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　12　　　　　　　　　］1　　　い｜　9　1　　8
　1
　2
「　亨　「　　　　　閲　閲　、　吊　「　吊　國　…　　　　　内
　［2i　8
　6gi　70
6
3
1
lo
7］　　72
93i1123：　　　　　　　…521ill、。49、5…
　　　　　　　…
　　　3　6i　6　3　2　4　2i　　　　　　　　　1　　　　2　．i
　　　25…1　431…
に　ロ　の　の　ロ　ロ　ロ　ロ　ピ　コ　　　ロ　ロ　ロ　コ　シ　リ　づチ　プ　チ　シ　に　リ　リ　ふ　ふ　プ　リ　ロ　ア　に　ロ　ガ　ロ　ロ　ロ　コ　ロ　ベ　ロ　ロ　ド　に　マ　リ　ラ　リ　リ　ヤ　に　ル　ヤ　き　ば　ロ　ロ　　ド　　　
5　712…19圭3iOl8ヌ8i　　　　　　⊥＿
　　737、1　757677787gi　＿一．＿　　　　　　　＿＿；
7　　三G　　l2　　10
5
1
2
2
4
…
3
2
4
9
1
2
1G　　II
3
3
3
6
1
1
9
3
5
3
2
3
3
5
4
2
2
7
6
2
2
9
3
］
」ヤ亨ヤ @パ用＼「　閲「「馳、、　．＾＾1”一コ，今，，亨今　・’ヤ＾　「「ボ》、’＾　”今→→ラルw　“’ーの「．、”＾－一．’〉ぷ・’今今　“’r、ソ　」＾”・コ女づプヤヤT「　閲
13　　　三4　　2〔｝　　16　　　三2
一……　…内｛’
　　80　　81　　8283　　84
19　　　　19　　　22　　　23　　　20
7
3
2
24　　24　　26　　30
　　　　　　　　　　一…バ………コー－
85　　　86　　　87　　　88　　　89　　　　　9〔｝　　　91
w｝@　　　　i　『　而…y㌔…
92　　93
］5　13i　12
3　　　　　　　17　7i　32　3i　6
3　1i　1
コ　に　ヒ　ヒ　づ　ロ　ロ　ゆ　ロ　ロ　コ　ぐ　づ　リ　ド　ル　に
21i23
　　94；
三1
1
6
7
3
14
1
7
］
1
28　　24
95　　96　　97
注　1）学杖数（川公私／！チ｛卜、分｝誤含む）は、翅緒『学｛Wへ」けF！llll編各ド度より｛ノ1戒し、文部省初．3中．）教ず∫局7芋殊玖で｝ll〕、（1997）鞠殊敦も行料（’ド成8年度）』のf盲・聾・蕗邊～：校奴の推移一lkレ公・私ウ．1λ噛一1に國ご臨、2した◇
　　2｝高、パい誌置板数（【鉋1公寂川「、分校を含む）は、文部省『学校基イぷぐ℃報｛パ繍各年度よ’り｛1i成した。竺欄は、『第kパ本〃布Wl告∴jlバ己載がないことをノパす。
　　3＞〃攻朴は、h」：校については図公私～1のは、聾学↓父については国乏＼7の計、養護｝校については私’1のみの数である。
　　4＞学科数は、文部省初諺卜．3・敦川誇、∫殊教ず」轟『穿」殊教イ，資孝日各年度より作1戊した。19884：度以前については、X尭註が小されていない。
　　5＞’了：級数及び生徒数は、文部省rゾ校パ本講企報～き、紺各年度より作成した〈、力欄は、　『学校八本∬炬禄llぴに，｝し載がないことを小31。
　　6＞］955・6G・65年度を力li出した後に、必蔓’；叫郊こ専攻科が㍑置された196｛）年度の前年度（1968午度）からは毎年度を掲載した。
　　7＞鍵‘；整了：杖に関する【。】，パ’1箏攻杜の開“麺1渡は、1969年度：いザみ養星2校、75年度1光の村養婆了杖、8三年度：旭出心杁、襲学校、85年度1聖坂蕊、鯉じ：校、閲年度：才泉笈護ト校、95年度：Ψ母の承f綱、964度：ス愛学舎蜘X学奴である◇
　　8＞いずみ養護Z校に渕しては、いずみ☆、：星∫二校（1992）　rl，己念1止　：Pi：］、同（1996）　鮫養、’時代／，日録誌一春秋』』メ1有余年き、1lil（三997）　「学：｝ズ舞覧（1：成9年度）］より作成した。厚攻秒生徒数は在籍f｝三度で、進路状況は卒ん・1…（3；Dで‘心赦した◇
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司
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2
渡
部
昭
男
：
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み
「
5
ケ
年
の
青
年
期
教
育
」
保
障
を
目
指
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
生
活
部
門
く
更
生
施
設
（
8
0
年
）
・
生
活
訓
練
棟
（
8
7
年
）
・
福
祉
ホ
ー
ム
（
8
8
年
）
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
8
9
・
9
0
年
）
〉
及
び
労
働
部
門
〈
有
限
会
社
（
8
2
年
）
・
通
所
授
産
施
設
（
9
2
年
）
・
福
祉
工
場
（
9
8
年
予
）
〉
の
生
涯
に
わ
た
る
事
業
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
3
，
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
保
障
か
ら
見
た
専
攻
科
の
可
能
性
（
1
）
　
「
落
ち
穂
拾
い
」
的
機
能
な
い
し
職
業
教
育
機
能
　
養
護
学
校
の
専
攻
科
は
、
養
護
学
校
に
高
等
部
（
本
科
）
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
に
酷
似
し
て
、
初
期
に
は
就
労
で
き
な
い
者
の
為
の
「
落
ち
穂
拾
い
」
的
機
能
を
持
ち
、
主
に
就
労
の
た
め
の
職
業
・
作
業
学
習
を
中
心
と
し
て
き
た
。
　
い
ず
み
養
護
学
校
に
お
い
て
授
産
所
開
設
か
ら
4
年
後
（
1
9
6
9
年
）
に
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
た
経
緯
と
し
て
、
「
卒
業
生
の
職
業
訓
練
の
場
と
考
え
た
、
い
ず
み
養
護
学
校
附
属
授
産
所
で
あ
っ
た
が
、
能
力
の
高
い
者
が
外
部
に
就
職
し
、
能
力
の
低
い
者
の
み
の
場
と
な
」
Σ
3
）
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
授
産
所
に
お
い
て
一
定
の
賃
金
を
確
保
し
た
い
と
の
保
護
者
の
希
望
に
応
え
る
に
は
、
授
産
所
と
は
別
に
準
備
的
な
「
職
業
訓
練
の
場
」
を
設
け
る
必
要
が
生
じ
、
ヂ
1
、
月
謝
を
納
め
て
、
自
分
の
材
料
で
学
習
／
2
、
噴
っ
て
も
ら
え
る
作
品
』
を
作
る
場
／
3
、
学
校
作
業
年
限
の
延
長
に
よ
る
心
身
発
達
の
助
長
と
社
会
自
立
を
図
る
人
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
有
効
性
へ
の
期
待
（
大
人
に
な
る
た
め
の
修
業
の
場
）
ゴ
3
）
等
々
の
位
置
づ
け
か
ら
専
攻
科
が
発
足
し
た
の
で
あ
っ
た
。
表
1
の
下
段
に
、
い
ず
み
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
本
科
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
掲
載
し
た
が
、
本
科
卒
業
生
の
全
員
が
進
学
し
た
の
は
1
9
6
9
～
9
7
年
の
2
9
回
の
内
で
7
0
・
7
2
年
の
2
回
の
み
で
あ
り
、
就
職
等
に
よ
り
本
科
卒
業
時
点
で
離
学
す
る
者
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
は
い
え
、
専
攻
科
の
実
践
を
蓄
積
す
る
中
で
、
「
確
か
に
、
専
攻
科
で
の
二
隼
間
の
学
習
態
度
、
交
友
関
係
な
ど
に
は
著
し
い
進
境
が
み
ら
れ
る
ノ
3
）
と
い
う
実
感
を
強
め
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
　
な
お
、
専
攻
科
設
置
の
類
似
し
た
経
緯
は
、
旭
出
生
産
福
祉
園
が
設
置
さ
れ
た
5
年
後
（
1
9
7
9
年
）
に
専
攻
科
の
設
置
認
可
を
受
け
た
旭
出
養
護
学
校
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
福
祉
園
の
定
員
が
空
く
の
を
待
っ
た
り
、
福
祉
園
の
作
業
活
動
に
参
加
し
う
る
育
ち
を
保
障
す
る
た
め
に
専
攻
科
を
利
用
す
る
も
の
で
、
専
攻
科
が
福
祉
園
へ
の
待
機
な
い
し
入
園
準
備
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
光
の
村
養
護
学
校
に
お
け
る
専
攻
科
（
1
9
7
5
年
）
の
開
設
は
、
職
業
教
育
（
な
い
し
技
術
教
育
）
機
能
を
前
面
に
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
本
科
3
年
・
専
攻
科
2
年
を
継
続
し
て
と
ら
え
た
「
5
年
箭
‖
」
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
「
青
隼
期
は
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
鍛
錬
過
程
凶
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
。
②
　
移
行
保
障
及
び
青
年
期
教
育
の
萌
芽
　
聖
坂
養
護
学
校
（
1
9
8
5
年
）
以
降
に
は
、
個
性
の
伸
長
・
充
実
を
重
視
し
た
青
年
期
教
育
の
実
践
が
登
場
す
る
。
　
1
9
7
7
年
、
当
時
小
学
部
し
か
な
か
っ
た
聖
坂
養
護
学
校
は
養
護
学
校
教
育
の
義
務
制
を
前
に
公
立
校
へ
の
転
校
が
相
次
い
で
児
童
数
が
半
減
す
る
中
で
、
「
聖
坂
養
護
学
校
総
合
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
こ
に
は
、
「
第
1
期
：
中
学
部
・
高
等
部
の
設
置
」
「
第
2
期
：
寄
宿
舎
の
設
置
」
に
次
い
で
、
P
第
3
期
二
幼
稚
部
・
高
等
部
専
攻
科
の
設
置
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
「
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
1
9
7
9
年
に
開
設
し
た
中
学
部
新
入
生
の
学
年
進
行
に
呼
応
し
て
、
1
9
8
2
年
に
高
等
部
本
科
を
、
1
9
8
5
年
度
に
は
専
攻
科
を
開
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
高
等
部
教
育
の
充
実
と
し
て
①
教
育
年
限
の
延
長
及
び
②
教
育
内
容
の
充
実
の
二
本
柱
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
だ
5
）
。
聖
坂
養
護
学
校
の
高
等
部
は
本
科
と
専
攻
科
が
一
貫
し
た
ヂ
5
年
制
」
で
あ
り
、
学
習
集
団
の
編
成
も
本
科
と
専
攻
科
の
合
同
で
行
わ
れ
て
い
る
。
　
「
総
合
計
画
壽
の
策
定
か
ら
聖
坂
養
護
学
校
づ
く
り
を
先
導
し
て
き
た
柴
田
昌
一
校
長
は
、
青
年
期
前
期
を
「
感
性
が
豊
か
で
、
そ
の
後
の
人
生
の
基
礎
的
な
情
緒
や
人
格
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
」
と
と
ら
え
、
「
感
性
豊
か
な
こ
の
時
期
、
ゆ
っ
た
り
と
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
専
攻
科
を
設
置
し
た
」
と
言
デ
6
｝
。
「
社
会
は
厳
し
い
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
行
わ
れ
る
「
ス
パ
ル
タ
的
な
指
導
」
に
は
批
判
的
な
立
場
を
採
り
、
「
本
校
高
等
部
の
課
題
と
し
て
は
、
む
し
ろ
職
業
訓
練
よ
り
社
会
へ
の
移
行
期
間
と
し
て
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
幅
広
い
社
会
生
活
ス
キ
ル
訓
練
の
実
践
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
家
庭
生
活
、
移
動
（
交
通
）
、
買
い
物
、
社
会
資
源
の
活
用
、
地
域
の
友
人
関
係
、
経
済
生
活
、
余
暇
な
ど
「
地
域
生
活
に
必
要
な
生
活
ス
キ
ル
」
を
例
示
し
て
い
る
瑚
。
　
校
長
だ
け
で
な
く
、
高
等
部
進
路
担
当
の
立
場
か
ら
も
同
様
の
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
聖
坂
養
護
学
校
の
教
育
は
「
児
童
生
徒
の
全
面
発
達
を
目
指
し
て
い
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
一
環
に
お
い
て
高
等
部
の
教
育
の
目
標
は
「
生
活
力
を
高
め
窪
立
す
る
力
を
養
う
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
「
自
立
」
と
は
「
創
造
的
・
主
体
的
に
他
者
と
協
力
で
き
る
力
、
つ
ま
り
他
者
か
ら
の
呼
び
掛
け
に
対
し
て
主
体
的
に
応
え
る
力
」
で
あ
っ
て
、
「
社
会
に
適
応
す
る
と
い
う
狭
い
意
味
で
の
自
立
」
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
1
η
。
　
聖
坂
養
護
学
校
の
実
践
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
専
攻
科
を
設
置
（
1
9
9
5
年
）
し
た
聖
母
の
家
学
園
で
は
、
「
思
春
期
後
期
か
ら
青
年
期
を
迎
え
る
生
徒
た
ち
｝
こ
と
っ
て
大
切
な
も
の
」
と
し
て
、
①
興
味
・
意
欲
（
友
だ
ち
、
余
暇
、
異
性
へ
の
関
心
、
生
産
の
喜
び
、
得
意
な
こ
と
等
）
、
②
理
解
力
・
基
礎
学
力
（
言
i
i
昏
数
量
の
カ
な
ど
）
、
③
生
活
の
力
（
生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
機
能
的
・
技
能
的
な
カ
と
経
験
〉
の
3
つ
を
設
定
し
、
「
新
た
な
自
分
の
発
見
一
地
域
で
働
く
社
会
人
と
し
て
、
よ
り
よ
い
選
択
の
で
き
る
カ
ー
」
を
め
ざ
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、
専
攻
科
の
「
本
科
と
の
違
い
」
も
位
置
づ
け
な
が
ら
、
唱
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
一
か
け
が
え
の
な
い
た
っ
た
一
人
の
私
だ
か
ら
一
」
ひ
で
き
る
こ
と
3
と
『
わ
か
っ
て
で
き
る
こ
と
』
の
違
い
」
「
よ
り
よ
い
自
分
を
選
択
す
る
た
め
に
」
「
よ
り
豊
か
に
生
き
る
人
間
を
め
ざ
し
て
」
な
ど
の
探
究
を
行
お
う
と
し
て
い
る
1
8
）
。
　
最
も
新
し
く
専
攻
科
を
設
置
（
1
9
9
6
年
）
し
た
三
愛
学
舎
養
護
学
校
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
本
科
と
専
攻
科
を
継
続
的
に
と
ら
え
て
「
5
ケ
年
の
青
年
期
教
育
」
を
強
調
し
つ
っ
も
、
基
礎
的
素
養
・
個
性
の
充
実
を
図
る
本
科
3
年
と
個
々
の
生
活
確
立
を
図
る
専
攻
科
2
年
と
い
う
相
対
的
な
独
自
性
の
押
さ
え
を
明
確
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
三
愛
学
舎
は
、
「
神
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
土
を
愛
す
る
」
と
い
う
三
愛
の
精
神
を
校
名
の
由
来
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
生
活
即
教
育
」
の
基
本
理
念
の
下
に
「
生
活
・
労
働
を
動
機
と
し
て
、
自
己
実
現
し
て
い
く
人
格
を
め
ざ
す
」
教
育
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各
1
学
年
を
単
位
と
し
て
調
理
室
・
食
堂
・
和
室
・
洋
室
・
洗
面
所
・
便
所
か
ら
な
る
教
室
が
教
育
及
び
生
活
の
共
同
空
間
と
し
て
設
け
ら
れ
、
教
育
課
程
と
し
て
は
3
・
4
校
時
の
「
生
活
・
こ
と
ば
・
文
字
・
か
ず
」
と
5
・
6
校
時
の
「
作
業
」
が
学
校
生
活
の
「
核
」
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
毎
日
行
う
「
昼
食
づ
く
り
」
が
「
軸
」
と
な
っ
た
編
成
が
な
さ
れ
て
き
た
。
　
し
か
し
、
三
愛
学
舎
に
お
い
て
も
1
9
8
3
年
頃
か
ら
「
将
来
社
会
人
と
し
て
働
く
人
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
教
育
」
が
強
調
さ
れ
、
専
攻
科
設
立
前
の
高
等
部
教
育
の
実
情
は
「
自
己
実
現
と
職
業
的
（
社
会
的
）
自
立
の
は
ざ
ま
」
で
揺
れ
て
い
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
鋤
。
・
「
牡
会
適
応
論
』
と
区
別
す
る
た
め
に
も
自
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
『
生
活
・
教
育
・
労
働
』
の
三
者
の
結
び
つ
き
は
、
『
将
来
の
生
活
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
7
号
　
1
9
9
8
年
3
月
2
3
2
）
週
時
間
数
（
現
行
週
2
8
時
間
を
基
に
）
1
）
高
等
部
と
専
攻
科
の
ね
ら
い
高
等
部
専
攻
科
〈
地
な
ら
し
と
基
礎
的
素
養
・
個
性
の
充
実
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
ウ
’
”
　
　
（
個
々
の
生
活
確
立
）
・
・
，
舎
ウ
”
≠
，
・
シ
シ
，
「
’
，
輌
■
●
■
’
●
■
●
’
●
’
●
●
●
■
●
●
●
●
’
●
●
●
●
’
”
・
，
…
”
嘉
“
ウ
’
ウ
ウ
ウ
ウ
か
今
，
’
…
’
・
’
・
’
・
．
．
’
a
、
情
緒
の
安
定
、
身
体
の
ゆ
が
み
矯
正
a
、
労
働
を
中
心
と
し
た
生
活
b
、
生
活
に
関
わ
る
知
識
・
技
術
の
修
得
（
卒
業
後
の
実
際
を
見
据
え
て
）
c
、
表
現
と
創
造
性
の
促
進
b
、
生
活
の
豊
か
さ
を
踏
ま
え
て
d
、
喜
び
と
意
欲
あ
る
労
働
と
自
己
実
現
趣
味
、
地
域
生
活
の
確
立
e
、
よ
り
広
い
社
会
生
活
体
験
教
科
高
　
　
等
　
　
部
専
攻
科
，
・
…
一
…
c
一
…
”
堰
f
‘
¶
…
…
”
・
［
趣
味
・
ゆ
と
り
］
…
・
　
，
T
　
・ …
体
育
．
鋪
．
二
1
：
二
二
‡
二
1
二
二
二
：
二
1
二
1
二
：
二
：
l
l
二
：
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「侯
生
活
を
想
定
し
て
］
・
・
特
活
＝
’
…
…
’ 堰
c
珍
…
・
…
…
’
…
・
示
　
教
・
’
一
‥
…
∂
’
”
…
…
㌔
’
…
…
V
’
‥
　
’
≠
”
＾
：
’
’
’
’
’
’
’
’
”
▼
m
卒
業
後
の
社
会
自
立
一
一
ｫ
一
一
＿
＿
B
　
’
i
…
…
．
⊃ ・
を
見
据
え
て
］
…
…
・
・
生
活
・
こ
・
と
ば
・
文
噤
E
か
ず
”
¶
’
｝
’
’
”
F
1
”
@
　
　
　
　
　
・
…
’
…
”
o
’
”
…
’
”
2
8
@
　
時
　
　
間
…
¶
…
堰
c
’
…
三
’
”
…
…
…
…
’
舎
“
堰
h
’
…
▼
“
’
一
　
　
　
　
v
c
［
生
命
を
育
む
・
創
造
性
・
生
活
…
・
゜
．
°
一
一
@
゜
°
一
一
∵
°
　
°
．
．
°
°
°
°
四
：
‘
・
労
　
働
一
・
…
・
…
…
@
・
…
一
・
・
…
．
… Z
術
を
中
心
と
し
て
］
・
一
・
…
…
’
参
，
，
輌
’
参
，
・
輌
P
，
，
P
，
，
奔
，
・
，
参
’
黶
i
職
場
実
習
）
…
・
…
一
…
’
…
E
‥
一
一
…
資
料
1
　
三
愛
学
舎
養
護
学
校
に
お
け
る
専
攻
科
を
含
め
た
新
し
い
教
育
課
程
構
想
　
　
　
（
出
典
：
「
三
愛
精
神
に
基
づ
い
た
学
習
内
容
の
充
実
」
年
月
不
詳
）
の
た
め
、
将
来
の
労
働
の
た
め
』
に
教
育
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
“
自
己
実
現
を
援
助
す
る
教
育
”
を
構
想
す
れ
ぼ
、
『
生
活
・
労
働
』
と
の
有
機
的
な
結
合
の
中
で
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
」
（
1
9
7
9
年
三
愛
学
舎
研
二
究
紀
要
）
・
ぼ
生
活
・
こ
と
ば
・
文
字
・
か
ず
』
の
ね
ら
い
は
、
生
活
上
の
『
調
理
』
を
取
り
上
げ
、
献
立
・
買
い
物
の
活
動
と
関
連
し
て
、
こ
と
ば
・
文
字
・
か
ず
の
学
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
総
合
さ
れ
て
、
生
活
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
を
つ
く
り
だ
し
て
い
き
、
こ
の
時
間
の
中
で
育
て
ら
れ
る
姿
勢
は
各
白
の
全
生
活
に
波
及
し
て
生
き
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。
つ
ま
り
自
己
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
」
（
1
9
7
9
年
三
愛
学
舎
研
究
紀
要
）
・
「
『
労
働
3
の
ね
ら
い
は
、
喜
び
の
あ
る
労
働
と
し
て
“
自
分
た
ち
の
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
も
の
を
自
ら
の
手
で
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
”
で
あ
っ
た
。
こ
の
基
本
は
、
互
い
｝
こ
生
か
し
合
う
関
係
の
中
で
、
は
じ
め
て
意
味
を
持
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
」
（
運
営
計
画
書
）
　
こ
う
し
た
「
三
愛
学
舎
の
教
育
の
ね
ら
い
」
に
立
ち
か
え
る
検
討
作
業
を
通
じ
て
、
「
人
格
的
ふ
く
ら
み
」
「
人
格
的
成
長
」
の
機
会
と
し
て
青
年
期
教
育
を
再
構
築
し
て
い
く
方
向
が
出
さ
れ
、
専
攻
科
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
資
料
1
に
示
す
よ
う
に
、
専
攻
科
に
職
業
教
育
の
重
点
を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
む
し
ろ
本
科
で
の
教
育
を
ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
に
し
、
「
自
己
実
現
と
職
業
的
（
社
会
的
）
自
立
」
の
両
者
を
と
も
に
追
求
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
う
し
た
中
で
、
先
発
の
専
攻
科
に
お
い
て
も
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
例
え
ば
旭
出
養
護
学
校
に
お
い
て
は
専
攻
科
教
育
を
「
成
人
期
以
降
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
た
ら
よ
い
か
を
一
人
一
人
の
状
態
に
合
わ
せ
て
探
る
活
動
」
と
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
2
°
）
。
③
　
生
涯
保
障
体
制
の
整
備
　
と
こ
ろ
で
、
私
立
養
護
学
校
が
公
立
校
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
専
攻
科
を
含
め
た
学
校
教
育
の
充
実
が
、
社
会
福
祉
法
人
や
会
社
な
ど
を
設
立
し
て
の
「
生
涯
保
障
体
制
の
整
備
2
の
一
環
に
お
い
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
資
料
2
～
5
）
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
1
8
～
2
0
歳
教
育
を
学
校
か
ら
社
会
、
子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
移
行
保
障
と
し
て
位
置
づ
け
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
　
遅
く
な
い
時
期
に
公
立
養
護
学
校
に
も
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
て
い
く
も
の
と
予
測
さ
れ
る
が
、
生
涯
保
障
体
制
の
整
備
の
な
い
専
攻
科
設
置
は
、
「
社
会
は
厳
し
い
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
行
わ
れ
る
「
ス
パ
ル
タ
的
な
指
導
」
に
傾
斜
す
る
危
慎
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
【
追
記
】
本
稿
は
、
平
成
9
～
1
0
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
障
害
児
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
（
学
校
一
社
会
間
移
行
）
に
関
す
る
実
証
並
び
に
比
較
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
概
要
は
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
教
育
と
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
会
」
第
3
回
大
会
（
1
9
9
7
年
1
1
月
1
5
日
、
於
：
東
京
学
芸
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。
〈
注
〉
1
）
文
部
省
（
1
9
9
7
）
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
（
初
等
中
等
教
育
機
関
／
　
専
修
学
校
・
各
種
学
校
編
）
2
大
蔵
省
印
刷
局
。
2
）
と
は
い
え
、
高
校
入
試
制
度
の
あ
り
方
、
公
立
校
に
お
け
る
中
高
一
貫
校
の
選
択
的
導
入
（
6
・
3
・
3
制
と
6
・
6
制
の
並
立
に
よ
る
多
線
型
の
導
入
）
な
ど
、
な
お
論
議
す
べ
き
問
題
は
多
い
。
3
）
詳
し
く
は
、
拙
稿
（
1
9
9
7
）
「
障
害
を
有
す
る
青
年
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
　
ン
保
障
と
職
業
教
育
の
あ
り
方
」
『
障
害
者
問
題
研
究
』
第
2
5
巻
第
2
号
。
4
）
高
等
部
そ
の
も
の
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
著
（
1
9
9
6
）
『
「
特
殊
教
育
」
行
政
の
実
証
的
研
究
』
京
都
法
政
出
版
の
第
I
I
部
「
後
期
中
等
教
育
進
学
に
関
す
る
行
政
」
p
p
．
1
6
9
－
3
7
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。
5
）
1
9
9
7
年
7
～
1
0
月
に
お
い
て
、
専
攻
科
を
設
置
す
る
私
立
養
護
学
校
　
7
校
に
「
学
校
要
覧
」
等
の
関
係
資
料
の
送
付
を
依
頼
し
、
併
せ
て
可
能
な
範
囲
で
直
接
訪
問
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
6
）
い
ず
み
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
学
校
要
覧
（
平
成
9
年
度
）
」
　
b
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
案
内
（
平
成
9
年
度
）
J
　
c
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
平
成
9
年
度
・
時
間
割
表
」
　
d
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
専
攻
科
資
料
」
（
年
月
不
詳
）
　
e
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
明
和
寮
　
寮
（
寄
宿
舎
）
要
覧
（
平
成
9
年
度
）
」
　
f
）
「
い
ず
み
養
護
学
校
　
進
路
指
導
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
（
年
月
不
詳
）
　
9
）
い
ず
み
養
護
学
校
（
1
9
9
6
）
『
一
安
養
寺
時
代
記
録
誌
一
春
秋
二
十
　
有
余
年
』
　
h
）
い
ず
み
養
護
学
校
（
1
9
9
2
）
『
記
念
誌
　
三
十
年
』
　
i
）
い
ず
み
養
護
学
校
（
1
9
9
2
）
『
創
誌
　
愛
ひ
と
す
じ
遥
　
j
）
社
会
福
祉
法
人
愛
子
福
祉
会
「
女
子
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
　
　
い
ず
み
授
産
所
」
（
年
月
不
詳
）
7
）
光
の
村
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
光
の
村
養
護
学
校
土
佐
自
然
学
園
　
学
校
要
覧
（
平
成
9
年
度
）
j
　
b
）
「
広
域
福
祉
圏
の
組
織
化
を
目
ざ
す
『
光
の
村
』
の
概
要
」
（
年
月
　
不
詳
）
　
c
）
「
光
の
村
紹
介
ビ
デ
オ
の
解
説
」
（
年
月
不
詳
）
　
d
）
学
校
法
人
光
の
村
学
園
・
社
会
福
祉
法
人
光
の
村
「
2
1
世
紀
の
土
　
佐
光
の
村
　
自
活
す
る
成
人
期
・
豊
か
な
老
人
期
の
創
造
（
平
成
9
　
年
5
月
）
」
2
4
渡
部
昭
男
：
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み
后
の
学
⊇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
已
8
竺
塑
」
「
｛
「
『
秩
父
自
然
挙
団
i
成
人
期
教
育
i
都
市
の
学
舎
1
東
　
京
　
分
　
室
i
　
（
パ
ン
・
菜
子
工
璃
）
一
＿
＿
一
じ
墜
些
村
授
璽
弐
光
瞬
は
蕗
師
か
い
〒
フ
8
1
鴫
高
那
土
舗
編
2
フ
9
8
－
6
　
　
　
　
　
資
料
2
　
「
光
の
村
」
に
お
け
る
「
広
域
福
祉
圏
」
構
想
（
出
典
：
「
広
域
福
祉
圏
の
組
織
化
を
農
ざ
す
穿
光
の
村
遥
の
概
要
」
年
月
不
詳
）
（
社
綴
）
×
泉
超
出
学
園
丸
彊
祉
圃
瑳
　
潟
@
布
@
繧
@
縫
@
園
大
欝
生
　
社
@
会
ﾜ
彊
豊
t
｜
欝
錘
田
←
→
L
＿
一
＿
学
校
法
人
1
本
水
．
1
ど
《
校
奪
　
攻
　
科
高
　
　
　
　
　
等
　
　
　
　
　
部
→
中
　
　
　
　
学
　
　
　
　
部
’
1
・
　
　
　
　
学
　
　
　
　
部
幼
　
　
推
　
　
部
　
1
（
学
）
旭
出
学
園
　
　
旭
出
餐
蓮
学
校
　
（
理
．
1
：
会
・
認
バ
只
会
）
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
｜
　
　
彗
ぺ
養
l
l
～
二
，
：
校
　
　
　
　
i
　
　
　
　
｛
ユ
刈
奴
養
、
ふ
・
力
文
P
．
了
．
ム
，
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
｜
　
　
　
　
｜
　
聖
及
く
バ
パ
£
1
交
賛
助
会
　
　
　
　
＼
書
会
福
祉
法
人
聖
坂
∫
｛
ぎ
　
　
　
（
］
｝
会
）
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
｝
辿
所
更
生
↓
M
没
才
リ
ブ
に
房
逗
i
l
訂
」
三
生
施
設
ナ
ザ
レ
ニ
〕
二
況
　
　
　
　
　
　
オ
リ
プ
1
二
房
保
ふ
才
会
　
ナ
ザ
レ
l
l
房
保
ふ
才
会
　
　
　
　
｜
　
　
戊
1
’
i
坂
学
囚
1
き
～
セ
会
型
坂
ゴ
・
ど
も
た
ち
の
呑
X
を
っ
く
る
会
　
　
　
　
　
資
料
3
　
旭
出
学
園
の
組
織
図
（
出
典
　
　
「
旭
出
養
護
学
校
　
要
覧
（
平
成
9
年
6
月
）
」
）
　
　
資
料
4
　
聖
坂
養
護
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
出
典
：
「
聖
坂
養
護
学
校
　
要
覧
（
1
9
9
7
年
度
）
」
）
、
　
自
　
　
宅
一 　
　
i
　
　
i
一
成
憶
ξ
籔
里
i
l
這
所
授
産
施
護
十
（
定
員
4
0
名
）
一
ヒ
ソ
ブ
工
房
（
盛
欝
）
　
　
　
　
　
「
（
定
員
3
0
名
）
　
　
　
1
三
愛
学
舎
養
読
学
校
〉
（
高
等
部
）
本
　
　
季
｝
　
　
3
年
　
　
（
定
多
箋
3
0
名
）
専
攻
科
　
2
隼
（
定
員
2
G
名
）
十
　
　
i
多
賜
鏡
設
　
　
　
奨
中
山
学
団
　
　
←
1
そ
の
他
・
福
祉
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
通
所
授
産
施
設
　
ヒ
ソ
プ
工
玩
奥
中
山
分
堤
・
（
定
員
1
0
名
）
若
木
寮
（
定
員
ユ
0
名
）
　
　
1
（
定
貝
4
名
）
　
ロ
（
定
貝
4
名
）
　
瓜
（
定
貝
4
名
）
有
鰻
会
穀
シ
　
カ
ナ
ン
牧
場
（
バ
ン
部
門
、
農
産
加
工
部
粥
）
i
；
娯
会
社
市　
　
カ
ナ
ン
牧
場
盛
同
工
壕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ン
部
門
）
i
：
．
＿
＿
＿
．
＿
＿
：
．
＿
．
＿
．
＿
．
．
＿
＿
，
、
一
＿
．
．
l
i
＿
i
福
祉
工
場
　 （
定
員
3
0
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
’
9
8
，
4
開
設
予
定
　
　
；
　
」
一
〔
’
π
π
r
－
≠
一
〔
〉
＾
ガ
ー
ず
シ
←
〔
’
、
m
癌
＾
〔
〔
ガ
〔
一
一
￥
〔
’
へ
r
汀
m
＾
π
・
ひ
ひ
一
π
1
r
」
…
奥
中
山
…
奥
中
山
…
奥
中
山
…
　
莫
中
U
J
　
（
’
9
7
．
1
0
　
開
設
予
定
）
q
i
｛
二
亙
活
蒙
㌶
μ
発
｝
渓
苫
看
熔
菜
筑
｝
　
　
…
i
燃
・
　
1
｝
◎
き
丁
3
菜
故
．
定
員
芯
狛
）
　
ん
　
エ
　
ゆ
小
さ
き
群
の
皇
ア
パ
ー
ト
藪
曝　
グ
ル
ー
ブ
ホ
ー
ム
T
（
ぽ
鱒
易
蟄
〉
叉
員
■
惑
｝
（
口
舗
韓
漫
｝
一
ク
「
］
レ
ー
プ
ホ
ー
ム
2
べ
i
雪
誇
聾
頴
㌻
夏
　
　
　
　
　
訂
之
蒸
中
山
小
琴
校
亥
中
山
宇
竿
校
　
i
労
漫
　
部
・
』
⑫
・
［
噸
。
．
。
三
i
：
：
ξ
む
吾
工
驚
二
鍵
舗
妻
獺
…
　
　
［
惑
蕩
勘
・
牟
工
房
、
ア
ド
ナ
イ
・
工
置
奮
篇
鷺
磁
｝
ヒ
ソ
フ
璃
i
轟
＿
み
ナ
ニ
淳
頂
綴
i
轟
中
山
授
韓
・
琴
轟
　
中
攣
諺
｝
i
（
≡
語
琴
校
）
　
靭
1i
　
　
　
　
　
i
（
1
苔
2
鍵
設
定
員
3
各
騒
員
市
）
口
力
ナ
ン
の
頴
叡
象
ド
ヨ
く
撫
バ
｝
担
醤
筏
設
傷
群
｝
ヒ
ソ
フ
工
虜
真
軸
分
題
カ
ナ
ン
牧
賃
　
ン
蟹
汚
●
契
轟
統
真
尊
x
工
闘
（
1
琵
2
刻
　
」
蕊
労
（
培
壕
作
蔓
ぷ
薪
禽
c
）
吟
馴
琴
x
文
　
　
鷲
犠
資
料
5
吻
ナ
ン
の
風
の
事
業
体
系
及
び
生
活
・
教
育
・
労
働
の
体
系
図
（
出
典
：
「
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
　
学
校
要
覧
（
1
9
9
？
年
度
）
」
一
左
図
　
　
　
　
　
及
び
カ
ナ
ン
の
園
事
務
局
「
カ
ナ
ン
の
園
」
年
月
不
詳
一
右
図
）
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
7
号
　
1
9
9
8
年
3
月
2
5
　
e
）
西
谷
英
雄
（
1
9
8
4
）
『
も
う
ひ
と
つ
の
教
育
　
土
佐
・
光
の
村
か
ら
　
　
の
挑
戦
X
学
習
研
究
社
8
）
旭
出
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
旭
出
養
護
学
校
要
覧
（
平
成
9
年
6
月
）
」
　
b
）
ヂ
旭
出
養
護
学
校
　
要
覧
（
昭
和
6
1
年
7
月
）
」
　
c
）
「
旭
出
養
護
学
校
案
内
」
（
年
月
不
詳
）
　
d
戸
旭
出
養
護
学
校
　
専
攻
科
の
教
育
　
1
9
9
6
年
度
公
開
見
学
会
資
料
　
　
（
1
9
9
7
年
2
月
2
0
日
）
」
　
e
）
「
旭
出
養
護
学
校
　
実
習
の
手
引
書
」
（
年
月
不
詳
）
　
f
）
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
機
関
「
あ
お
ば
会
　
会
則
（
平
成
6
年
6
月
5
日
）
」
　
9
）
旭
出
学
園
教
育
研
究
所
（
1
9
7
7
）
『
旭
出
学
園
教
育
研
究
所
紀
要
毒
　
　
第
4
集
　
h
）
「
社
会
福
祉
法
人
大
泉
旭
出
学
園
一
施
設
要
覧
～
（
平
成
9
年
4
　
　
月
）
」
9
）
聖
坂
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
聖
坂
養
護
学
校
要
覧
（
1
9
9
7
年
度
）
」
　
b
）
「
聖
坂
養
護
学
校
要
覧
（
1
9
9
3
年
度
）
」
　
c
）
聖
坂
養
護
学
校
硯
童
・
生
徒
募
集
案
内
（
1
9
9
3
年
度
）
」
　
d
）
聖
坂
養
護
学
校
ヂ
聖
坂
だ
よ
り
」
第
3
1
号
（
1
9
9
6
年
1
1
月
1
日
）
　
e
）
聖
坂
養
護
学
校
「
学
校
だ
よ
り
3
（
1
9
9
6
年
1
0
月
3
1
日
）
　
f
）
聖
坂
養
護
学
校
高
等
部
進
路
担
当
「
進
路
指
導
の
方
法
に
っ
い
て
」
　
　
（
年
月
不
詳
）
　
9
）
聖
坂
養
護
学
校
P
T
A
広
報
委
員
会
「
に
じ
」
第
1
7
号
（
1
9
9
7
年
　
　
3
月
1
日
）
　
h
）
聖
坂
子
供
た
ち
の
将
来
を
つ
く
る
会
「
会
報
2
第
9
号
（
1
9
9
6
年
　
　
6
月
1
副
　
i
）
聖
坂
子
供
た
ち
の
将
来
を
つ
く
る
会
「
会
報
」
第
7
号
（
1
9
9
4
年
　
　
3
月
1
6
日
）
　
1
）
校
長
柴
田
昌
一
「
聖
坂
養
護
学
校
教
育
理
念
」
（
年
月
不
詳
）
　
1
∋
田
村
一
男
「
本
校
教
育
の
基
本
的
構
造
」
（
年
月
不
詳
）
　
1
）
田
村
一
男
「
昭
和
5
4
年
度
　
発
達
研
究
の
ま
と
め
　
発
達
段
階
に
　
　
応
じ
た
基
本
的
な
活
動
ス
テ
ッ
プ
表
作
り
」
（
年
月
不
詳
）
　
m
）
菅
原
薪
也
「
昭
和
5
5
・
5
6
隼
度
年
間
テ
ー
マ
研
究
　
言
語
の
教
育
　
　
課
程
研
究
　
発
達
段
階
に
応
じ
た
言
語
指
導
ス
テ
ッ
プ
の
構
想
表
づ
　
　
く
り
」
（
年
月
不
詳
）
　
n
）
矢
部
　
正
「
生
活
の
教
育
課
程
研
究
　
発
達
段
階
に
応
じ
た
生
活
　
　
指
導
ス
テ
ッ
プ
の
構
想
表
づ
く
り
」
（
年
月
不
詳
）
　
o
）
聖
坂
養
護
学
校
「
生
活
の
記
録
・
修
了
証
書
（
ひ
な
型
）
」
（
年
月
　
　
不
詳
）
　
P
）
聖
坂
養
護
学
校
（
1
9
8
8
）
哩
坂
養
護
学
校
2
0
年
の
歩
み
』
　
q
）
聖
坂
養
護
学
校
（
1
9
8
6
）
『
ひ
じ
り
ざ
か
の
教
育
実
践
膓
第
7
号
　
r
）
聖
坂
学
園
後
援
会
「
後
援
会
入
会
の
ご
案
内
」
（
年
月
不
詳
）
　
s
）
社
会
福
祉
法
人
聖
坂
学
園
鞠
的
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
働
き
を
　
　
支
援
す
る
通
所
更
生
施
設
　
オ
リ
ブ
工
房
」
（
年
月
不
詳
）
　
t
）
オ
リ
ブ
工
房
「
オ
リ
ブ
工
房
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
お
願
い
」
（
年
　
　
月
不
詳
）
　
U
）
オ
リ
ブ
工
房
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
シ
ャ
ロ
ー
ム
へ
」
1
0
）
若
葉
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
若
葉
養
護
学
校
　
学
校
要
覧
」
（
平
成
9
年
度
）
　
b
）
「
若
葉
養
護
学
校
　
学
校
案
内
　
広
報
わ
か
ば
」
（
年
月
不
詳
）
1
1
）
聖
母
の
家
学
園
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
学
校
法
人
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
学
校
要
覧
（
1
9
9
7
年
度
）
」
　
b
）
「
学
校
法
人
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
学
校
要
覧
（
1
9
9
3
年
度
）
」
　
c
）
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
高
等
部
「
専
攻
科
の
理
解
の
た
め
に
　
第
　
　
3
次
改
訂
版
」
（
1
9
9
7
年
7
月
）
　
d
）
「
平
成
9
年
度
公
開
授
業
指
導
案
　
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
本
　
　
科
・
高
等
部
専
攻
科
」
　
e
）
「
高
等
部
9
4
年
度
　
ク
ラ
ス
編
成
」
　
f
）
学
校
法
人
　
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
（
1
9
9
1
）
『
創
立
二
十
周
年
　
　
記
念
誌
』
　
9
）
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
高
等
部
（
1
9
9
4
）
『
学
習
の
記
録
　
第
6
　
　
号
　
な
か
ま
の
う
た
」
　
h
）
者
会
福
祉
法
人
三
重
聖
母
の
騎
士
会
「
聖
母
の
家
　
要
覧
（
隼
月
　
　
不
詳
）
1
2
）
三
愛
学
舎
養
護
学
校
に
関
す
る
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
a
）
「
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
　
学
校
要
覧
」
（
1
9
9
7
年
度
）
　
b
）
「
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
　
学
校
要
覧
」
（
1
9
8
6
年
度
）
　
C
）
「
1
9
9
7
年
度
進
路
指
導
計
画
」
　
d
）
「
三
愛
精
神
に
基
づ
い
た
学
習
内
容
の
充
実
一
自
己
実
現
と
職
業
的
　
　
（
社
会
的
）
自
立
の
は
ざ
ま
で
一
（
1
9
9
4
年
）
J
　
e
）
学
校
法
人
カ
ナ
ン
学
園
（
1
9
8
8
）
『
三
愛
学
舎
　
十
隼
の
歩
み
遥
　
f
）
三
愛
学
舎
養
護
学
校
（
1
9
9
5
）
『
1
9
9
4
年
度
　
テ
ー
マ
学
習
報
告
書
　
　
「
生
か
さ
れ
て
い
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
r
生
命
に
っ
い
て
学
ぶ
』
　
9
）
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
（
1
9
8
1
）
e
1
9
8
0
年
度
　
三
愛
学
舎
　
　
の
教
育
一
研
究
紀
要
3
－
』
　
h
）
三
愛
学
舎
養
護
（
高
等
）
学
校
（
1
9
8
0
）
夢
1
9
7
9
年
度
　
三
愛
学
舎
　
　
の
教
育
一
研
究
紀
要
2
－
』
　
i
）
カ
ナ
ン
の
園
事
務
局
「
カ
ナ
ン
学
園
」
（
年
月
不
詳
）
　
1
）
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
の
園
「
カ
ナ
ン
の
園
」
第
6
2
号
（
1
9
9
7
年
　
　
6
月
1
5
日
）
　
k
）
「
カ
ナ
ン
の
学
園
第
五
次
将
来
像
計
画
　
1
9
9
6
年
度
年
度
末
研
修
会
　
　
カ
ナ
ン
連
絡
会
研
修
資
料
3
（
1
9
9
7
年
）
　
1
）
理
事
長
・
本
庄
義
雄
「
隠
さ
れ
た
言
葉
を
聴
く
」
（
年
月
不
詳
）
　
m
）
本
庄
義
雄
（
1
9
8
8
）
計
カ
ナ
ン
の
園
か
ら
　
1
～
7
」
『
福
音
と
世
　
　
界
』
1
9
8
8
年
1
～
7
月
号
　
n
）
有
限
会
社
カ
ナ
ン
牧
場
パ
ン
工
場
「
ラ
イ
ブ
レ
ッ
ド
と
は
」
（
年
月
　
　
不
詳
）
　
o
）
小
さ
き
群
の
里
保
護
者
会
（
1
9
9
4
）
『
小
さ
き
群
小
さ
き
群
の
里
　
　
メ
モ
リ
ア
ル
バ
ム
遥
　
P
）
カ
ナ
ン
の
園
事
務
局
（
1
9
8
7
）
『
奥
中
山
に
あ
っ
て
　
地
域
の
人
々
　
　
に
支
え
ら
れ
て
1
5
年
」
　
q
）
計
岩
手
県
立
み
た
け
養
護
学
校
　
学
校
要
覧
（
平
成
9
年
度
）
」
　
r
）
岩
手
県
立
み
た
け
養
護
学
校
奥
中
山
分
校
「
平
成
9
・
1
0
年
度
　
交
　
　
流
教
育
地
域
推
進
事
業
計
画
書
」
　
s
）
「
～
戸
町
立
奥
中
山
小
学
校
　
学
校
経
営
の
概
要
（
平
成
9
年
度
）
」
元
3
）
前
掲
、
い
ず
み
養
護
学
校
『
記
念
誌
　
三
十
年
場
p
．
9
。
1
4
）
前
掲
、
西
谷
英
雄
鵠
う
ひ
と
つ
の
教
育
　
土
佐
・
光
の
村
か
ら
の
　
］
兆
戦
x
　
p
p
．
6
4
－
6
5
、
　
p
p
．
7
1
－
7
3
。
1
5
）
前
掲
、
聖
坂
養
護
学
校
『
聖
坂
養
護
学
校
2
0
年
の
歩
み
λ
p
p
．
1
4
つ
9
。
1
6
）
柴
田
昌
一
「
人
間
的
な
信
頼
関
係
」
（
前
掲
、
聖
坂
養
護
学
校
「
学
校
　
だ
よ
り
」
P
P
．
1
－
3
）
。
1
7
）
前
掲
、
聖
坂
養
護
学
校
高
等
部
進
路
担
当
「
進
路
指
導
の
方
法
に
つ
　
い
て
」
。
1
8
）
前
掲
、
養
護
学
校
聖
母
の
家
学
園
高
等
部
「
専
攻
科
の
理
解
の
た
め
　
に
　
第
3
次
改
訂
版
」
。
1
9
）
前
掲
、
「
三
愛
精
神
に
基
づ
い
た
学
習
内
容
の
充
実
一
自
己
実
現
と
職
　
業
的
（
社
会
的
）
自
立
の
は
ざ
ま
で
一
」
。
本
文
章
の
起
草
は
、
専
攻
科
　
の
設
立
を
率
先
し
た
本
庄
義
雄
校
長
で
あ
る
。
2
0
）
前
掲
、
「
旭
出
養
護
学
校
　
専
攻
科
の
教
育
　
1
9
9
6
年
度
公
開
見
学
会
　
資
料
」
。
2
6
渡
部
昭
男
：
養
護
学
校
に
お
け
る
高
等
部
専
攻
科
の
試
み
A
b
s
t
r
u
c
t
　
　
C
o
m
p
u
l
s
o
r
y
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
o
f
　
s
p
e
c
i
a
l
　
s
c
h
o
o
l
s
　
f
r
o
m
　
6
　
t
o
　
1
5
　
y
e
a
r
s
　
o
l
d
　
s
t
a
r
t
e
d
　
i
n
　
1
9
5
6
　
f
o
r
　
t
h
e
　
b
l
i
n
d
　
a
n
d
　
d
e
a
f
　
a
n
d
　
i
n
　
1
9
7
9
　
f
o
r
　
t
h
e
o
t
h
e
r
w
i
s
e
　
h
a
n
d
i
c
a
p
P
e
d
　
i
n
　
J
a
p
a
n
．
　
A
s
　
m
a
n
y
　
s
p
e
c
i
a
l
　
s
c
h
o
o
l
s
（
7
4
％
i
n
　
1
9
9
7
）
h
a
v
e
　
u
p
P
e
r
　
s
e
c
o
n
d
a
r
y
　
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
s
，
　
m
o
s
t
　
o
f
　
t
h
e
　
d
i
s
a
b
］
e
d
y
o
u
t
h
　
w
h
o
　
h
o
p
e
s
　
t
o
　
h
a
v
e
　
f
u
r
t
h
e
r
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
c
a
n
　
n
o
w
　
g
o
　
t
o
　
u
p
p
e
r
　
s
e
c
o
n
d
a
r
y
　
d
e
p
a
就
m
e
n
t
s
　
u
n
t
i
l
　
a
t
　
I
e
a
s
t
　
1
8
　
y
e
a
r
s
　
o
l
d
．
　
T
h
e
　
O
E
C
D
／
C
E
R
I
　
s
t
u
d
i
e
s
　
o
n
　
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n
　
f
r
o
m
　
s
c
h
o
o
l
　
t
o
　
a
d
u
l
t
　
a
n
d
　
w
o
r
k
i
n
g
　
l
i
f
e
　
f
o
r
　
y
o
u
n
g
　
p
e
o
p
l
e
　
w
i
t
h
　
d
i
s
a
b
｛
l
i
t
i
e
s
　
r
e
c
o
g
n
i
s
e
d
　
t
h
r
e
e
　
i
n
t
e
r
－
r
e
l
a
t
e
d
p
h
a
s
e
s
　
o
f
　
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n
　
p
r
o
c
e
s
s
：
1
）
t
h
e
　
f
i
n
a
▲
y
e
a
r
s
　
o
f
　
s
c
h
o
o
l
i
n
g
，
2
）
f
u
r
t
h
e
r
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
v
o
c
a
t
i
o
n
a
l
　
p
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
3
）
e
n
t
r
y
　
i
就
o
　
w
o
r
k
a
n
d
　
a
d
u
l
t
　
l
i
f
e
．
　
T
h
e
　
r
o
l
e
　
o
f
　
u
p
p
e
r
　
s
e
c
o
n
d
a
r
y
　
d
e
p
a
r
t
m
e
就
s
，
　
w
h
i
c
h
　
a
r
e
　
r
e
g
a
r
d
e
d
　
a
s
　
t
h
e
　
s
e
c
o
n
d
　
p
h
a
s
e
　
o
f
　
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n
　
p
r
o
c
e
s
s
，
　
s
h
o
u
l
d
b
e
　
e
x
a
m
i
n
e
d
　
f
r
◎
m
　
a
　
v
i
e
w
p
o
i
n
t
　
o
f
　
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n
　
a
s
　
w
e
l
l
　
a
s
　
s
c
h
o
o
l
　
a
r
t
i
c
u
l
a
t
i
o
n
．
　
　
S
i
n
c
e
”
c
o
m
i
n
g
　
o
f
　
a
g
e
”
c
a
n
　
b
e
　
p
r
o
m
o
t
e
d
　
i
n
　
f
o
u
r
　
m
a
i
n
　
a
r
e
a
s
　
o
f
　
l
i
f
e
：
a
）
p
e
r
s
o
n
a
］
a
u
t
o
n
o
m
y
　
a
n
d
　
i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
，
　
b
）
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
，
　
c
）
s
o
c
i
a
l
　
i
n
t
e
r
a
c
t
i
o
n
，
c
o
m
m
u
n
i
t
y
　
p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
o
n
，
r
e
c
r
e
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
l
e
i
s
u
r
e
　
a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
，
　
d
）
r
o
l
e
s
　
w
i
t
h
i
n
　
t
h
e
　
f
a
m
i
l
y
，
　
u
p
P
e
r
　
s
e
c
o
n
・
d
a
r
y
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
f
o
r
　
y
o
u
n
g
　
p
e
o
p
l
e
　
w
i
t
h
　
d
i
s
a
b
i
l
i
t
i
e
s
　
s
h
o
u
l
d
　
b
e
　
c
r
e
a
t
e
d
　
n
◎
t
　
o
n
l
y
　
a
s
　
v
o
c
a
t
i
o
n
a
l
　
p
r
e
p
a
r
a
t
i
o
n
　
b
u
t
　
a
l
s
o
　
a
s
　
a
d
o
l
e
s
c
e
n
t
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
a
n
d
　
d
e
v
e
至
o
p
m
e
n
t
a
l
　
a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
．
　
　
P
◎
s
t
g
r
a
d
u
a
t
e
　
c
o
u
r
s
e
s
◎
f
　
u
p
p
e
r
　
s
e
c
o
n
d
a
r
y
　
d
e
p
a
r
t
m
四
t
s
　
a
r
e
　
w
o
r
t
h
y
　
o
f
　
n
o
t
e
　
a
s
　
f
u
r
t
h
e
r
　
e
d
u
c
a
t
i
o
n
　
o
v
e
r
　
1
8
　
y
e
a
r
s
　
o
l
d
．
　
N
o
t
　
a
　
f
e
w
o
f
　
u
p
p
e
r
　
s
e
c
o
n
d
a
r
y
　
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
s
　
o
f
　
s
p
e
c
i
a
l
　
s
c
h
o
o
l
s
　
f
o
r
　
t
h
e
　
b
l
i
n
d
　
a
n
d
　
d
e
a
f
　
h
a
v
e
　
p
o
s
t
g
r
a
d
u
a
t
e
　
c
o
u
r
c
e
s
，
　
b
u
t
　
o
n
l
y
　
a
　
f
e
w
　
f
o
r
　
t
h
e
o
t
h
e
r
w
i
s
e
｝
1
a
n
d
i
c
a
p
P
e
d
（
7
　
p
r
i
v
a
民
s
p
e
c
i
a
l
　
s
c
h
o
o
l
s
　
i
n
　
1
9
9
7
）
．
T
h
e
　
h
i
s
t
r
y
　
a
n
d
　
p
r
a
c
t
i
c
e
　
o
f
　
t
h
e
s
e
　
7
　
p
o
s
t
g
r
a
d
u
a
t
e
　
c
o
u
r
s
e
s
　
w
a
s
　
d
i
s
c
r
i
b
e
d
i
n
　
t
h
i
s
　
p
a
p
e
r
．
＊
D
e
p
a
r
t
r
n
e
n
t
◎
f
　
S
c
o
o
l
　
E
d
u
c
a
t
i
o
n
（
S
p
e
c
i
a
王
N
e
e
d
s
　
E
d
u
c
a
t
i
o
n
）
，
　
F
a
c
u
l
t
y
◎
f
　
E
d
u
c
a
t
i
o
n
，
　
T
o
t
t
o
r
i
　
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
，
4
－
1
0
1
　
M
i
n
a
m
i
　
K
o
y
a
m
a
－
c
h
o
，
　
T
o
t
t
o
r
i
，
6
8
0
－
0
9
4
5
　
J
A
P
A
N
．
K
e
y
w
o
r
d
s
：
s
p
e
c
i
a
玉
s
c
h
o
o
l
　
f
o
r
　
c
h
i
l
d
r
e
n
　
w
i
t
h
　
d
i
s
a
b
i
l
i
t
i
e
s
，
　
p
o
s
t
g
r
a
d
u
a
t
e
　
c
o
u
r
s
e
　
o
f
　
u
p
p
e
r
　
s
e
c
◎
n
d
a
r
y
　
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
，
　
t
r
a
n
s
i
t
i
o
n
，
　
a
d
o
l
e
s
c
四
t
e
d
u
c
a
t
i
o
n
、
